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司
礼
監
刊
本
『
文
献
通
考
』
｜
明
の
宮
廷
出
版
物
｜

ぶ
ん
り
ん
つ
う
こ
う

『
文
献
通
考
』
（
ブ
ン
ケ
ン
ツ
コ
ウ
と
も
）
三
四
八
巻
は
、

ぼ
た
ん
り
ん

宋
末
元
初
の
歴
史
家
、
馬
端
臨
（
一
二
五
四
i
一
三
三

O
）

編
纂
の
政
書
で
あ
る
。
「
政
書
」
と
は
、
中
国
目
録
学
上
の

用
語
で
あ
り
、
国
家
の
諸
制
度
（
政
治
、
経
済
、
教
育
、
文
化

等
の
各
制
度
）
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
た
書
を
指
す
。
古
代
か

古
い
き

ら
宋
の
寧
宗
開
稽
三
三
二

O
七
）
年
に
至
る
ま
で
の
歴
代

諸
制
度
に
つ
い
て
ま
と
め
ら
れ
た
『
文
献
通
考
』
は
、
政
書

の
代
表
的
著
作
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
唐
－
杜
僻
（
七
三

っ

て

ん

て

い

し

よ

う

五
i
八
一
一
一
）
編
纂
の
『通
典
』
、
宋
・
鄭
樵
（
一
一

O
四
i
一

つ

う

し

さ

ん

つ

う

一
六
二
）
編
纂
の
『
通
志
』
と
と
も
に
「
一
一
一
通
」
と
並
び
称
さ

れ
、
後
代
の
政
書
編
纂
に
与
え
た
影
響
も
大
き
い
。

『
文
献
通
考
』
に
は
、
そ
の
名
の
通
り
様
々
な
文
献
資
料

が
引
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
歴
代
制
度
の
変
遷
等
に
つ
い

て
通
時
的
考
察
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
引
用
文
献
の
面
で

は
、
特
に
唐
の
中
期
か
ら
宋
に
至
る
時
期
を
中
心
と
し

て
、
各
時
期
の
制
度
を
伝
え
る
文
献
の
資
料
的
価
値
が
高

く
、
ま
た
考
察
の
面
に
お
い
て
も
、
制
度
運
用
上
に
現
れ
た

様
々
な
現
象
を
帰
納
的
、
包
括
的
に
捉
え
て
古
今
に
貫
徹

朕
・
永
幸
之
島
窓
医
ザ

す
る
原
理
を
探
究
し
よ
う
と
努
め
た
点
が
、
明
清
以
来
の

史
学
者
に
よ
っ
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

本
書
は
、
早
く
は
馬
端
臨
の
存
命
中
に
出
版
さ
れ
、
現

在
も
数
種
の
元
版
が
伝
存
す
る
ほ
か
、
明
代
、
清
代
に
お

い
て
も
陸
続
と
出
版
さ
れ
、
多
数
の
版
本
が
存
在
す
る
。

そ
の
中
で
、
中
央
図
書
館
貴
重
書
庫
所
蔵
の
も
の
は
、
明

の
宮
廷
に
お
い
て
出
版
さ
れ
た
一
本
で
あ
る
。
明
の
宮
廷

し
れ
い
か
ん

内
に
お
い
て
出
版
を
担
当
し
た
部
署
に
司
礼
監
管
轄
の

し
－
、
か
ん
）
し

紹
廠
が
あ
り
、
そ
こ
で
出
版
さ
れ
た
書
物
を
「
可
制
監
部

ぽ

ん

貯

い

し

よ

う

ぽ

ん

本
」
あ
る
い
は
「
経
廠
本
」
と
呼
ぶ
が
、
九
州
大
学
所
蔵
の

か
せ
い

版
本
も
ま
さ
し
く
こ
の
司
礼
監
刊
本
に
あ
た
り
、
嘉
靖
三

（
一
五
二
四
）
年
の
刊
で
あ
る
。

縦
横
三
五
・
七
×
一
二
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
（
内
匡

郭
二
一
四
・
八
×
一
六
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
の
大
冊
（
全

き
ょ
う
か
く

百
冊
）
で
あ
り
、
四
周
双
辺
の
匡
郭
、
双
黒
魚
尾
、
大
黒
口

の
版
心
を
持
つ
堂
々
と
し
た
版
面
の
う
ち
に
、
半
葉
一

O

行
・
行
二

O
字
（
小
字
双
行
）
と
、
ゆ
っ
た
り
と
行
、
字
聞
が

構
え
ら
れ
、
字
間
あ
る
い
は
文
字
の
四
隅
に
、
句
読
点
と

げ
ん
て
ん

し
て
の
圏
点
や
、
多
音
字
の
読
み
分
け
を
示
す
声
点
が
附

さ
れ
る
。
料
紙
は
厚
手
の
白
綿
紙
で
あ
り
、
灰
色
の
綾
絹

を
用
い
て
表
紙
、
背
表
紙
、
裏
表
紙
と
一
体
的
に
包
む
装

ほ
う
は
い
そ
う

丁
（
包
背
装
）
は
、
明
の
宮
廷
に
て
出
版
さ
れ
た
姿
そ
の
ま

ふ
く
だ
い
せ
ん

ま
の
原
装
で
あ
る
。
各
冊
に
は
表
紙
の
副
題
策
及
び
冊
の

お

冒
頭
に
「
広
運
之
宝
」
の
朱
文
方
形
大
印
が
捺
さ
れ
る
ほ

か
、
序
末
に
「
表
章
経
史
之
宝
」
の
大
印
が
捺
さ
れ
る
。
と

も
に
明
内
廷
の
印
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
各
冊
末
尾
に
「
掌

院
学
士
護
軍
統
領
」
の
印
記
が
見
ら
れ
、
清
朝
に
お
い
て

は
、
顕
官
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
そ
の
他
六

種
の
印
記
あ
り
）
。

本
書
は
昭
和
一
一
年
一
一
月
一
九
日
、
二
五
二
円
七
七

銭
で
購
入
さ
れ
て
い
る
が
、
後
に
編
纂
さ
れ
た
『九
州
大

学
附
属
図
書
館
漢
籍
目
録
』
に
も
記
載
さ
れ
ず
、
従
来
注

目
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
明
代
内
府
出
版
の
姿
を
伝

え
る
貴
重
な
資
料
で
あ
り
、
今
後
の
更
な
る
調
査
が
待
た

れ
る
。
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（
大
淵
貴
之
）

参
考
文
献

九
州
大
学
蔵
書
印
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
つ
コ
二
頁
参
照
）



文完

心え

雌3
龍3

－
概
要
受
入
日
二
九
五
一
年
一
一
月
二
四
日

形
態
一
和
装
本
、
上
下
二
冊

所
蔵
場
所
一
文
系
合
同
図
書
室
貴
重
書
庫

旧
蔵
者
一
蔵
書
印
は
三
種
（
新
郵
氏
貯
蔵
記
／
高
橋

氏
記
／
東
海
書
楼
）
。
朱
墨
に
よ
る
句
読
点
と
若
干
の

字
句
校
勘
の
書
き
入
れ
が
あ
る
。

『
文
心
雌
龍
』

本
書
は
全
体
で
五

O
篇
に
及
ぶ
体
系
的
文
学
理
論
の

ベ
ん
れ
い

書
で
、
流
麗
な
四
六
耕
輔
文
を
駆
使
し
た
中
国
古
典
の
一

り
ゅ
う
き
ょ
う

つ
で
あ
る
。
著
者
劉
弼
（
四
六
六
？

i
五
二
一
？
）
は
、
時
の

し

よ

う

え

ん

も

ん

皇
帝
粛
街
（
梁
の
武
帝
）
の
下
で
官
職
を
得
、
や
が
て
『文

ぜ

ん

し

よ

う

と

う

選
』
の
編
者
と
し
て
有
名
な
皇
太
子
粛
統
（
昭
明
太
子
）
の

側
近
と
し
て
仕
え
た
。
そ
の
後
、
中
国
で
は
文
学
を
学
ぶ

者
の
必
読
の
書
と
し
て
尊
崇
さ
れ
、
遣
唐
使
の
一
員
と
し

て
唐
の
都
長
安
に
学
ん
だ
空
海
（
七
七
四

i
八
三
五
）
も
、

ぷ
ん
き
ょ
う
ひ
ふ
ろ
ん

そ
の
著
作
『文
鏡
秘
府
論
』
の
中
に
引
用
が
見
ら
れ
る
。

－
中
国
の
文
学
理
論
書

る
な
ど
（
一
九
四
五
年
開
始
）
、
日
本
の
中
国
学
の
草
分
け

的
存
在
で
知
ら
れ
る
。
ま
た
目
加
田
誠
の
後
任
と
な
っ
た

お
か
む
ら
し
げ
る

岡
村
繁
（
一
九
二
二

i
）
に
も
、
こ
の
分
野
の
最
も
基
本
と

:f.~ 

－qA心
雌

龍

序

山－一ν一件，日
、赤
円
梁
以
上
、立
吉
之
士
、無
感
教
千
家
、球

三
一一
一3
和
利
剣
引
和
制
町
松
町
引
相
和
財
刺判川
和

釘
山
一
－

U
刻
刻
利
引
州
刑
制
刑
判
川
町
制
引
刺川和
、

／山
刑
制
引
州
割
引
む
割
引
判

司
町
内
凶

r叫
I
I
l
l
i
t－
－

l
t
il
l
t
i
t
i
l－
－

B
i
z
t
i
t
t
i－
－

I
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
a

B
I
ll－
－
－

l
t
l
1
1
1
1
1
11

ι
1a
ー木
4

線
、自
非
子
野
、止
す
能
雅

34
並
隙
乎
、故
勾
宏

E
k
怖
い
間
同
金
3
存

、］
明
抗
、文

ρdm龍
之
－

1

げは一

d
j糾へ明
一明
一

－
文
い川
市
住
糸
M

一
梨
市
水
莞
制
限
若
張
遂
永
岡

高川
み
氾
鉱
山
口一

丈
之
脅
明
徳

4
犬
夫
央
大
地
性
生
者
何
哉
よ
玄
黄
色
銑
E

方
国
惜
介
、日
月
晶
晴
壁
「日
企
事
大
之
b
R
A

、山
川
娩
給
げ
鋼
一

刻
池
之
形
、此
葦
重
之
文
化
抑
制
机
吐
眠
術
依待合
主
雨前
十一

定義

Z
T央
、殺
人
余
え
性
重
所
従
事
”
三
ま
一

品
五
弁
え
朱
人
質
犬
北
之
心
ル
ヘ心
生
而
占
一宇目
立
而
一

文
明
正
が
い
を
劇
劃
川
和
和
島
町
駅
和
命
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－

『
文
心
雌
龍
』
と
九
州
大
学

本
書
が
購
入
さ
れ
た
当
時
の
中
国
文
学
研
究
室
の
主

め
か
だ
宰
」
と

任
教
授
は
目
加
田
誠
（
一
九

O
四
i
一
九
九
四
）
で
あ
っ

た
。
我
が
閏
で
こ
の
『
文
心
離
龍
』
を
初
め
て
現
代
語
訳
す

な
る
研
究
書
『
文
心
離
龍
索
引
』
（
一
九
五

O
）
が
あ
る
。
こ

の
古
版
本
は
、
両
氏
の
業
績
と
と
も
に
九
州
大
学
の
中
国

学
研
究
の
グ
学
燈
d

を
象
徴
す
る
一
書
で
も
あ
る
。
（
静
永
健
）

参
考
文
献

尚古堂本『文心服龍』書影

木活字印刷の書物は、そもそも発行部数も少なく、本書も極めて希少価値が高い。

戸
田
治
暁
訳
注
『文
心
雌
龍
』
上
・
下
、
新
釈
漢
文
大
系
、
明

治
書
院
、
一
九
七
四
・
一
九
七
八

『
目
加
国
誠
著
作
集
』
全
八
冊
、
龍
渓
書
舎
、
一
九
八
一

i
一

九
八
六

岡
村
繁
『文
心
離
龍
索
引
」
、
広
島
文
理
科
大
学
漢
文
学
研

究
室
、
一
九
五
O

山
口
謡
司
監
修
『大
東
文
化
大
学
図
書
館
所
蔵
戸
田
浩
暁

博
士
旧
蔵
書
目
録
』
、
二
O
O五

113一一一文心服龍



潰
文
庫

－
概
要

受
入
二
九
八
六
年

数
量
一
九
三
九
点
、
約
二
五
O
O冊

所
蔵
場
所
一
中
央
図
書
館
貴
重
書
庫

は
ま
か
ず
え

旧
蔵
者
一
漬
一
衛
（
九
州
大
学
教
養
部
教
授
）

－
受
入
経
緯

中
国
演
劇
の
研
究
者
で
あ
っ
た
漬
一
衛
は
、
一
九
三
四
年

か
ら
二
年
間
の
北
京
留
学
中
に
、
京
劇
を
は
じ
め
と
す
る

当
時
の
中
国
演
劇
の
資
料
を
収
集
し
た
。
帰
国
後
も
中
国

演
劇
に
関
す
る
新
聞
・
雑
誌
の
切
り
抜
き
を
続
け
る
な
ど
、

生
涯
を
通
し
て
特
色
あ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
作
り
上
げ
た
。

潰
の
没
後
、
蔵
書
の
中
か
ら
漢
籍
と
中
国
演
劇
関
係
の
資

料
が
一
括
し
て
、
九
州
大
学
附
属
図
書
館
教
養
部
分
館
に

漬
文
庫
と
し
て
収
め
ら
れ
た
。

－
蔵
書
の
特
色
ぎ

た

ん

し

よ

う

ほ

ん

潰
文
庫
に
は
、
戯
単
（
芝
居
番
付
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
、
唱
本

も
貴
重
で
あ
る
。
潰
一
衛
は
北
京
留
学
中
、
北
京
大
学
教

し
ゅ
う
き
く
じ
ん

授
で
著
名
な
文
学
者
で
あ
っ
た
周
作
人
邸
に
下
宿
し
て
い

た
こ
と
か
ら
、
周
作
人
の
自
署
入
り
著
書
も
数
冊
残
さ
れ

て
い
る
。

－
公
開
・
発
信

二
O
O
九
年
五
月
の
九
州
大
学
開
学
記
念
行
事
・
第

五
O
回
附
属
図
書
館
貴
重
文
物
展
示
で
は
、
約
八
O
点
の

資
料
を
展
示
し
て
、
漬
文
庫
の
全
貌
が
紹
介
さ
れ
た
。
展

示
会
の
図
録
冊
子
に
、
『
漬
一
衛
と
京
劇
展
｜
漬
文
庫
の

中
園
演
劇
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
（
九
州
大
学
問
属
図
書
館
、
二

戯単

民国20(1931)年8月25日、北京・第一舞台での白天

（昼興行）の戯単。中段に俳優名、下段に演目が記され

ている。漬文庫には1931～39年の戯単が計186枚所
蔵されている。
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潰一衛(1909～1984)

大阪生まれ。京都帝大卒業後、

北京に2年間留学。松山高商教

授を経て、 1949年九州大学教

養部に着任した。根っからの芝

居好きでL京劇の唱を歌うことも

できた品、う。著書に『支那芝居

の話』（1944;2000復刊）、 『日

本芸能の源流』（1968）、翻訳に

『琵琶記』(1959）、 『拝月亭』

(1970）等がある。

（
演
劇
や
語
り
物
の
歌
詞
を
印
刷
し
た
小
冊
子
）
、
レ
コ
ー

ド
（
京
劇
な
ど
の
唱
を
録
音
し
た
も
の
）
な
ど
演
劇
に
関

す
る
生
の
資
料
が
多
く
収
蔵
さ
れ
る
。
図
書
館
の
一
般
的

な
収
集
対
象
で
な
い
た
め
に
散
侠
し
や
す
い
こ
れ
ら
の
資

料
を
含
む
漬
文
庫
は
、
京
劇
全
盛
期
で
あ
る
一
九
三

0
年

代
の
北
京
を
中
心
と
し
た
中
国
演
劇
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
は
圏
内
有
数
の
も
の
で
あ
る
。
ほ
か
に
、
中
国
よ
り
伝
来

み
ん
し
ん
が
く
こ
う

し
江
戸
か
ら
明
治
期
の
日
本
で
流
行
し
た
明
清
楽
の
工

せ
き
ふ

尺
譜
（
楽
譜
）
や
、
『
新
刻
校
正
買
売
蒙
古
同
文
雑
字
』

（
清
・
嘉
慶
六
［
一
八
O
二
年
、
北
京
・
錦
文
堂
原
刊
本
）
と

い
う
中
国
語
と
モ
ン
ゴ
ル
語
の
絵
入
り
対
訳
語
葉
集
な
ど

0
0九
）
が
あ
り
、
リ
ポ
ジ
ト
リ
で
公
開
し
て
い
る
。

（E
G一＼旨邑・

E
E
－0・2
4
N
ω
N
K
H＼
区
吋
ω
∞）（中
里
見
敬
）

参
考
文
献

『
潰
文
庫
（
中
国
戯
劇
関
係
資
料
）
目
録
』
、
九
州
大
学
附
属
図
書
館
教
養

部
分
館
、
一
九
八
七
。
改
訂
第
二
刷
、
一
九
八
八

松
浦
恒
雄
『
潰
文
庫
所
蔵
戯
単
劇
目
俳
優
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』、
大
阪
市
立
大

学
大
学
院
文
学
研
究
科
重
点
研
究
・
個
別
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
二

O

世
紀
中
国
演
劇
史
に
お
け
る
戯
単
・
特
刊
の
基
礎
的
研
究
」
、
二

O
O八

中
里
見
敬
「
潰
文
庫
所
蔵
戯
単
編
年
目
録
」
『
中
国
文
学
論
集
』
三
七
、
二

0
0八

中
里
見
敬
、
山
根
泰
志
編
「
潰
文
庫
所
蔵
唱
本
目
録
稿
（
二
」

『言
語
科

学
』
四
五
、
二

O
一
O

唱本

潰文庫に所蔵される清末から民国時代までの唱本計

1053冊は、内外有数のコレクションである。俳優や芸

人による庶民の文化を映し出す唱本は、俗字俗語が多

用さオ1、その研究はし、まなお未開拓の分野である。
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滋

賀

文

庫

－
概
要
本
文
庫
は
滋
賀
秀
三
氏
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）
の
蔵

書
で
あ
る
。
滋
賀
氏
は
一
九
一
二
年
生
ま
れ
、
一
九
四
三
年

に
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
を
卒
業
後
大
学
院
特
別
研
究

生
に
採
用
さ
れ
二
九
四
八
年
に
助
教
授
二
九
五
九
年
に

教
授
に
昇
進
、
一
九
八
二
年
に
定
年
退
職
す
る
ま
で
東
京

大
学
に
お
い
て
東
洋
法
制
史
の
研
究
と
教
育
に
従
事
し
、

退
職
後
は
千
葉
大
学
教
授
、
そ
の
後
日
本
学
士
院
会
員

と
し
て
活
躍
し
た
。
著
書
に
『
中
国
家
族
法
論
』
（
弘
文
堂
、

一
九
五

O
）
、
『
中
国
家
族
法
の
原
理
』
（
創
文
社
二
九
六

七
、
こ
れ
に
よ
り
日
本
学
士
院
賞
受
賞
）
、
『
清
代
中
国
の

法
と
裁
判
』
（
問
、
一
九
八
四
）
、
『中
国
法
制
史
論
集
』
（
岡
、

二
O
O三
）
、
『
続
・
清
代
中
国
の
法
と
裁
判
』
（
遺
著
）
（
問
、

二
O
O九
）
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
東
洋
法
制
史
学
の
み
な

ら
ず
広
く
法
学
・
歴
史
学
に
お
い
て
避
け
て
通
る
こ
と
の

出
来
な
い
、
巨
大
な
射
程
を
持
つ
業
績
と
し
て
吃
立
し
て

い
る
。

学
法
学
研
究
院
で
の
受
入
が
決
定
さ
れ
、
筆
者
が
受
入
関

連
の
作
業
を
赤
城
氏
と
と
も
に
行
っ
た
。
滋
賀
氏
か
ら
直

接
の
薫
陶
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
最
も
若
い
世
代
で
あ

る
赤
城
氏
と
筆
者
が
整
理
作
業
に
当
た
る
こ
と
に
な
っ
た

の
も
思
え
ば
不
思
議
な
縁
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

滋賀文庫中の漢籍史料

清朝時期の律例や刑案（裁判記録）等をはじめ、滋賀氏が研究の際に用いた

史料が含まれている。
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滋賀文庫架蔵状祝

滋賀氏の書斎及び別棟書庫に保存され

ていた書籍。総量は段ボール箱170箱
を超える規模であった。

－
受
入
経
緯

二
O
O八
年
滋
賀
氏
の
逝
去
後
、
蔵
書
の
散
逸
を
防
ぐ

た
か
み
ぎ
わ
B
4
9
U

べ
く
寺
田
清
明
教
授
・
高
見
津
磨
教
授
が
奔
走
さ
れ
、
東
洋

法
制
史
学
関
係
の
教
員
の
在
籍
す
る
大
学
を
中
心
に
受
入

先
を
打
診
、
平
行
し
て
赤
城
美
恵
子
講
師
が
蔵
書
の
目
録

作
成
の
任
に
当
た
る
形
で
整
理
が
行
わ
れ
た
。
各
大
学
で

受
入
可
能
性
を
検
討
し
た
結
果
、
植
田
信
贋
教
授
、
直
江

員
一
教
授
、
土
井
政
和
研
究
院
長
の
尽
力
に
よ
り
九
州
大

－
特
色
東
洋
法
制
史
学
は
勿
論
、
関
連
す
る
ロ

l
マ
・
西
洋
・
日

本
法
制
史
に
関
す
る
文
献
、
さ
ら
に
は
法
学
・
歴
史
学
一

般
に
関
す
る
書
籍
が
ほ
ぼ
網
羅
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
滋
賀

氏
が
研
究
に
使
用
し
た
原
史
料
・
漢
籍
、
ノ
ー
ト
・
フ
ァ
イ

ル
類
や
抜
刷
等
も
あ
る
。
国
宝
級
の
貴
重
書
籍
が
含
ま
れ

て
い
る
訳
で
は
な
い
が
、
収
書
に
品
格
す
ら
感
じ
ら
れ
る

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
い
え
る
。
さ

ら
に
は
謹
賀
氏
の
勤
務
校
で
あ
っ
た
東
京
大
学
法
学
部

の
図
書
館
に
は
氏
の
収
集
に
か
か
る
膨
大
な
図
書
が
所

蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
別
途
留
意
さ
れ
た
い
。

－
公
開
二
O
O九
年
五
月
に
第
一
陣
、
二

O
一
O
年
九
月
に
第

二
陣
の
引
越
が
行
わ
れ
、
そ
の
整
理
作
業
が
鋭
意
進
行
中

で
あ
る
。
先
行
し
て
書
籍
の
整
理
を
行
い
滋
賀
文
庫
と
し

て
公
開
し
、
そ
の
他
の
資
料
群
は
滋
賀
秀
三
関
係
文
書
と

し
て
別
途
公
開
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
西
英
昭
）
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参
考
文
献

滋賀秀一一一
『続
・
清
代
中
国
の
法
と
裁
判
』
（
遺
著
）
、
創
文
社
、
二
O
O九

巻
末
の
年
普
及
び
著
作
目
録
を
参
照
。



萩
野
文
庫

－
概
要
中
央
図
書
館
所
蔵
萩
野
文
庫
は
、
東
京
帝
国
大
学
園

史
学
教
授
萩
野
由
之
博
士
の
旧
蔵
書
で
あ
る
（
約
七
五
O

O
冊
）
。
東
大
国
史
学
出
身
の
竹
岡
勝
也
法
文
学
部
助
教

授
（
当
時
）
等
の
斡
旋
に
よ
り
、
昭
和
四
年
か
ら
六
年
に
か

け
て
購
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
萩
野
の
蔵
書
は
、

東
京
大
学
附
属
図
書
館
、
佐
渡
高
等
学
校
舟
崎
文
庫
に

も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

－
萩
野
由
之
に
つ
い
て

萩
野
由
之
（
一
八
六

o
i
一
九
二
四
、
号
は
和
戴
）
は
、

佐
渡
閏
相
川
に
彫
刻
師
の
萩
野
咲
蔵
の
長
男
と
し
て
生

ま
る
や
ま
め
い
ほ
〈

ま
れ
る
。
円
山
漠
北
の
学
古
塾
、
修
教
館
（
佐
渡
の
官
学
）
、

興
亜
会
支
那
語
学
校
に
学
び
、
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
古

典
講
習
科
卒
業
後
、
元
老
院
、
貴
族
院
に
勤
務
し
た
。
学
習

院
教
授
、
東
京
高
等
師
範
兼
東
京
女
子
高
等
師
範
両
校

教
授
を
経
て
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
教
授
に
任
ぜ
ら

れ
、
退
官
し
た
翌
年
の
大
正
コ
二
年
、
六
五
歳
で
没
し
た
。

－
蔵
書
の
特
色

萩
野
文
庫
は
、
国
史
学
・
国
文
学
関
係
の
書
を
中
心
と

め
い
し
ゅ
う
あ
い
〈
お
う
さ
ん
し

し
、
朝
鮮
本
『
杜
律
分
韻
』
・
『
明
州
阿
育
王
山
志
』
等
の
漢

籍
も
収
め
て
い
る
。
伝
来
に
着
目
す
る
と
、
国
学
者
自
筆
・

旧
蔵
の
書
が
多
数
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

お
の
た
か
き
ょ

特
に
小
野
高
潔
（
一
七
四
七

i
一
八
二
九
）
の
自
筆
本
が
多

た
か
ひ
き

数
収
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
父
高
尚
（
一
七
二

0
1
一八
O

O
）
の
自
筆
本
（
『
南
山
翁
随
筆
』
等
）
も
含
ま
れ
る
。
そ
れ

『大鏡』

萩野文庫には『宝物集』・『今昔物語抄』等、通行本と異なる内容を持つ伝

本が収められており、特に『大鏡』は萩野文庫本として学界に著名である。

久
純
子
一

久
櫓
香
柔
が～喜一一

pmM
魁
晶
政
各
ゑ

2AJ

』毎
夕
失

tour

法
会
弘
久
－

Z
始
時
M

1
1
冷
佐
昨
春
孟
支
’－

ベ川
d
h
b
εへLE
Z
’－

二
宮
窓
会
ゑ
2

1

乙よ
f
dk

品
作
査
拡
一ア

北
恋
愛

M
L

世舵
制
各
忌
煙
者
－

M
t
査
答
品部

品

mu俸を
謹
話
1

7
Z’査
一詳時前浬

信
代
以仰せれ府村井引い

－rb
ζ
f
A
＃
i
 

118 

はぎのよしゆき

萩野由之（『史学雑誌』35(2）より）

萩
野
の
著
述
は
数
多
く
、
専
門
の
国
史
学
以
外
に
も
大

き
な
業
績
を
残
し
て
お
り
、
特
に
明
治
二
三
年
か
ら
二
五

こ
な
か
む
ら
よ
し
か
た

年
に
か
け
て
小
中
村
義
象
・
落
合
直
文
と
と
も
に
刊
行
し

た
『
日
本
文
学
全
書
』
全
二
四
巻
は
、
国
文
学
の
復
興
と

普
及
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
ま
た
、
萩
野
文
庫
中

の
自
筆
本
に
も
、
『
記
録
異
同
考
』
の
よ
う
に
、
日
記
・
記
録

研
究
上
重
要
な
稿
本
や
、
『
諸
藩
学
制
書
上
』
の
よ
う
に
、

現
在
原
本
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
貴
重
な
写
本
が
残

さ
れ
て
お
り
、
彼
の
見
識
の
高
さ
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

や
し
ろ
ひ
ろ
か
た

以
外
に
も
、
『
古
今
要
覧
稿
』
金
玉
部
は
屋
代
弘
賢
（
一
七

五
八
i
一
八
四
一
）
自
筆
で
あ
り
、
弘
賢
に
関
わ
る
「
不
忍

は
な
わ

文
庫
」
「
阿
波
国
文
庫
」
や
塙
家
に
関
わ
る
「
和
学
講
談
所
」

「
温
故
堂
文
庫
」
の
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
た
書
も
多
い
。
江
戸

時
代
以
来
の
国
学
の
伝
統
を
継
承
し
、
そ
の
発
展
を
目
指

し
た
萩
野
の
学
問
の
あ
り
か
た
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

－
公
開
・
発
信

目
録
に
つ
い
て
は
、
『
萩
野
文
庫
目
録
』
（
一
九
三
二
）
が

あ
り
、
附
属
図
書
館
の
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム
で
も
検
索
可

能
で
あ
る
。
『大
鏡
』
・
『
水
鏡
』
・
古
活
字
版
『宇
津
保
物
語
』

に
つ
い
て
は
、
全
文
画
像
を
附
属
図
書
館
の
「
日
本
古
典

籍
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
か
ら
公
開
し
て
い
る
。（
山
根
泰
志
）

参
考
文
献

田
保
橋
潔
「
評
議
員
萩
野
博
士
の
莞
去
」
『
史
学
雑
誌
三
一
一
五
会
乙
、
一
九

二
四

『
九
州
大
学
新
聞
』
一
一
七
、
一
九
二
九

揚
原
敏
子
「
評
伝
萩
野
由
之
」
『
学
苑
』
一
一
一
一
五
、
一
九
六
六

川
添
昭
一
一
「
附
属
図
書
館
所
蔵
「
萩
野
文
庫
」
に
つ
い
て
」

『図
書
館
情
報
」

四
（
二
、
一
九
六
八

※
本
稿
は
、
川
添
昭
二
氏
の
許
可
を
得
て
、
「
附
属
図
書
館
所
蔵
「
萩
野
文

庫
」
に
つ
い
て
」
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
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音

無

文

庫

－
概
要
受
入
日
…
昭
和
四
年
二
月
一
五
日

i
昭
和
六
年
二
月

二
五
日

数
量

二

二
O
二一

冊
（
図
書
原
簿
に
よ
る
）

所
蔵
場
所
一
中
央
図
書
館
貴
重
書
庫
、
保
存
書
庫

旧
蔵
者
一

寺
尾
毒
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
、
元
国
立
天

文
台
所
長
）

－
受
入
経
緯

明
治
・
大
正
期
に
か
け
て
、
東
京
大
学
理
学
部
教
授
、
国

立
天
文
台
所
長
な
ど
を
歴
任
し
た
寺
尾
喜
氏
の
旧
蔵
書

で
あ
る
。
氏
は
福
岡
の
生
ま
れ
で
、
修
猷
館
に
学
ん
だ
。
昭

和
三
年
六
月
二
六
日
発
行
の
「
九
州
大
学
新
聞
」
第
一

二

号
に
、
「
抑
々
音
無
文
庫
は
故
博
士
が
天
文
台
長
を
辞
職

し
た
後
、
伊
豆
伊
東
の
音
無
川
の
ほ
と
り
の
閑
居
で
暇
に

ま
か
せ
て
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
亘
っ
て
蒐
集
し
た
も
の
で

：
：
：
」
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
音
無
川
」

が
文
庫
命
名
の
由
来
で
あ
ろ
う
。

た
記
載
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
文
中
の
伊
東
へ
赴
い
た

「
九
州
帝
大
の
図
書
館
長
」
は
第
二
代
館
長
の
長
喜
吉
教

授
（
法
文
学
部
）
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

－
蔵
書
の
特
色

氏
自
身
の
「
あ
れ
だ
け
あ
れ
ば
、
国
語
国
文
学
の
研
究

は
一
通
り
出
来
る
か
ら
」
と
い
う
言
葉
の
通
り
、
国
語
学
・

国
文
学
に
関
す
る
近
世
期
の
写
本
・
板
本
が
中
心
を
占
め

る
。
氏
の
専
円
で
あ
っ
た
天
文
学
関
連
の
蔵
書
に
つ
い
て

は
、
東
京
理
科
大
学
に
「
寺
尾
文
庫
」
と
し
て
所
蔵
さ
れ
て

い
る
。

音
無
文
庫
の
う
ち
、

『宇
津
保
物
語
』三

O
冊
は
、
文
化

三
（
一
八

O
六
）
年
補
刻
の
板
本
に
江
戸
時
代
後
期
の
国

学
者
細
井
貞
雄
が
書
き
入
れ
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
書
き
入
れ
は
怒
意
的
な
本
文
改
変
で
あ
る
と
し
て
現
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寺尾毒 (1855～1923)

この肖像画は、氏にか

つてフランス語を習っ

たという黒田清輝が明

治42年に描いたもので

ある。黒田記念館所蔵

（城野誠治氏撮影、画

像提供元：東京文化財

研究所）。

受
入
の
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
は
氏
の
次
男
で
あ
る
寺
尾

新
氏
が
、

『父
乃
書
斎
』
（三
省
堂
、
昭
和
一
八
年
）
の
中
で
、

「
大
正
十
二
年
、
父
が
残
し
た
後
、
九
州
帝
大
の
図
書
館
長

が
、
態
々
伊
東
ヘ
来
ら
れ
、
父
の
蔵
書
を
、
詳
細
に
点
検
し

て
行
か
れ
、
是
非
、
新
設
の
法
文
学
部
の
た
め
に
譲
り
受
け

た
い
と
の
懇
望
だ
っ
た
の
で
、
「
図
書
館
な
ど
に

一
纏
め
に

し
て
お
き
た
い
。あ
れ
だ
け
あ
れ
ば
、
国
語
国
文
学
の
研
究

は
一
通
り
出
来
る
か
ら
」
と
の
父
の
遺
志
通
り
に
「
音
無
文

庫
」
と
銘
を
打
っ
た
和
漢
書
は
、
そ
っ
く
り
そ
の
ま
〉
九
州

帝
大
へ
納
っ
た
の
で
あ
る
。」
と
述
懐
し
て
い
る
。
こ
の
頃
の

ちょう
じ
ゅ
き
ち

附
属
図
書
館
『歳
出
推
算
簿
』
に
長
喜
吉
館
長
の
出
張
と

し
て
「
事
務
取
調
ノ
タ
メ
静
岡
懸
伊
東
町
並
ニ
東
京
市
ヘ

出
張
旅
費
概
算
支
出
」
（
昭
和
一
一
年
四
月
二
三
日
）
と
い
っ

在
は
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
い
が
、
か
つ
て
昭
和
三
0

年
代
に
は
河
野
多
麻
氏
に
よ
っ
て
高
く
評
価
さ
れ
、
旧
版

岩
波
文
庫
（
昭
和
三
二
年
）
の
底
本
に
も
採
用
さ
れ
た
（
第

一
巻
の
み
の
刊
行
）

。
ま
た
、
「
日
本
古
典
文
学
大
系
」
（
昭

和
三
四
i
三
七
年
）
の
本
文
校
訂
に
も
利
用
さ
れ
、
口
絵

に
は
九
大
本
の
冒
頭
が
採
ら
れ
て
い
る
。本
書
に
は
「
新
宮

城
書
蔵
」
の
印
が
あ
り
、
丹
鶴
叢
書
で
名
高
い
紀
州
徳
川

家
付
家
老
水
野
忠
央
の
旧
蔵
書
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。

－
公
開
・
発
信

謄
写
版
の
『音
無
文
庫
書
名
目
録
』
が
備
わ
る
。『
宇
津

保
物
語
』等
に
つ
い
て
は
、
附
属
図
書
館
研
究
開
発
室
作
成

の
「
日
本
古
典
籍
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
お
い
て
公
開
さ
れ

て
い
る
。

『万水一露抄』

天正3(1575）年に連歌師の能登永閑

によって著された『源氏物語』の注釈

書。書写は江戸時代中期と見られる。

（
田
村
隆
）

参
考
文
献

寺
尾
新
『父
乃
書
斎
』
、三
省
堂
、
一
九
四
三

馬
場
錬
成
『物
理
学
校
近
代
史
の
な
か
の
理
科
学
生
』
、

中
公
新
書
ラ
ク
レ
、

二
O
O
六

河
野
多
麻
『う
つ
ほ
物
語
伝
本
の
研
究
』
、
岩
波
書
店、

一
九

七
三
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ほ
そ
か
わ

細
川
文
庫

－
概
要

受
入
日
一
昭
和
二
四
年
三
月
一
九
日
、
七
月
二
二
日

数
量
一
七
三
二
冊
（
図
書
原
簿
に
よ
る
）

所
蔵
場
所
一
中
央
図
書
館
貴
重
書
庫

旧
蔵
者
一
宇
土
細
川
家

－
受
入
経
緯

細
川
文
庫
は
宇
土
細
川
家
旧
蔵
の
書
物
群
で
あ
る
。
宇

土
藩
三
万
石
は
、
肥
後
熊
本
藩
五
四
万
石
の
支
藩
。
そ
の

蔵
書
は
正
保
三
（
一
六
四
六
）
年
の
分
封
以
来
、
文
事
に
熱

心
な
初
代
藩
主
の
行
孝
や
六
代
興
文
、
八
代
立
之
の
室
栄

目
院
（
福
子
）
等
に
よ
っ
て
蒐
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

受
入
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
今
井
源
衛
氏
が
『
学
士
会

会
報
』
七
二
六
号
（
昭
和
五

O
年
一
月
）
に
、
「
こ
の
文
庫

は
、
九
大
図
書
館
が
昭
和
二
四
年
三
月
に
熊
本
市
の
古
書

店
天
野
屋
を
介
し
て
、
宇
土
細
川
家
の
蔵
書
七
二
二
冊
を

一
括
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
：
：
：
内
容
の
す
ば
ら
し
い

こ
と
も
あ
っ
て
、
当
時
ほ
か
に
熊
本
大
学
、
大
阪
大
学
か
ら

嫁
入
本
を
思
わ
せ
る
豪
華
な
作
り
の
本
が
多
い
。
細
川
家

の
詠
草
を
含
め
、
歌
書
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
も
特
徴

の
一
つ
。
代
表
的
な
古
典
籍
と
し
て
は
、
『
建
礼
門
院
右

京
大
夫
集
』
、
『
う
つ
ほ
物
語
絵
巻
』
、
伝
藤
原
為
家
筆

『
伊
勢
物
語
』
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

細
川
文
庫
本
『
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
』
は
、
書
写

が
室
町
時
代
と
古
く
本
文
の
誤
脱
も
少
な
い
こ
と
か

ら
、
現
存
す
る
完
本
の
う
ち
最
善
本
と
目
さ
れ
、
古
典

文
学
全
集
や
注
釈
書
の
多
く
が
本
書
を
底
本
に
採
用

『建礼門院右京大夫集』

室町時代の書写。写真は家集

の序にあたる部分。
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伝藤原為家筆『伊勢物語』

鎌倉時代の書写。本文は古本系

統に属する。写真は初段の冒頭。

『うつほ物語絵巻』

主人公清原俊蔭の娘とその子？磁の2人が「うつほ」（洞穴）の前で琴
を演奏し、音色に感じ入った動物達が木の実を携えてやって来る場面。
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細川行孝(1637～1690)

宇土藩の初代藩主。細川文

庫には、「行孝公御十八歳御

筆」と箱書にある承応2

(1653）年書写の『詠歌大

概』や、行孝とその母・室等

の歌を集めた『葵花集』など

も所蔵される。肖像は宇土市

教育委員会所蔵。

も
購
入
の
希
望
が
出
た
が
、
旧
蔵
者
の
、
な
る
べ
く
九
州

の
地
元
に
と
い
う
希
望
が
あ
っ
て
、
結
局
九
大
に
入
っ
た
」

と
記
し
て
い
る
。

本
藩
の
細
川
家
の
祖
は
古
今
伝
授
な
ど
で
有
名
な
細

川
幽
斎
で
、
家
に
伝
わ
る
蔵
書
群
は
永
青
文
庫
と
し
て

知
ら
れ
、
そ
の
一
部
は
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
に
寄
託
さ

れ
て
い
る
。

－
蔵
書
の
特
色

文
庫
の
概
要
は
、
「
九
州
大
学
図
書
館
蔵
細
川
文
庫
目

録
」
（
『
語
文
研
究
』
八
、
昭
和
三
四
年
二
月
）
に
よ
っ
て
窺

う
こ
と
が
で
き
る
が
、
大
名
家
の
旧
蔵
書
に
ふ
さ
わ
し
く

し
て
い
る
。
正
元
二
（
一
二
六

O
）
年
二
月
二
日
の
奥
書

が
あ
り
、
本
書
は
そ
の
転
写
本
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
『
う
つ
ほ
物
語
』
の
絵
巻
は
伝
本
が
少
な
く
、
他

に
天
理
図
書
館
（
二
本
）
や
、
九
曜
文
庫
、
国
文
学
研
究
資

料
館
が
所
蔵
す
る
の
み
。
近
世
前
期
の
書
写
で
全
五
巻
か

と
し
か
げ

ら
成
り
、
他
の
伝
本
と
同
様
に
俊
蔭
巻
の
み
の
内
容
。
万

治
三
（
一
六
六

O
）
年
刊
の
絵
入
板
本
に
基
づ
い
て
製
作

さ
れ
た
。
高
校
生
向
け
の
教
材
『
新
国
語
要
覧
』
（
大
修
館

書
店
）
な
ど
に
も
細
川
文
庫
本
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

尚
、
文
書
の
類
は
「
宇
土
細
川
家
文
書
」
と
し
て
附
属

図
書
館
付
設
記
録
資
料
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

－
公
開
・
発
信

『
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
』
、
『
う
つ
ほ
物
語
絵
巻
』
等

に
つ
い
て
は
、
附
属
図
書
館
研
究
開
発
室
作
成
の
「
日
本

古
典
籍
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
お
い
て
公
開
さ
れ
て
い

る。

（
田
村
隆
）

参
考
文
献

123一一一細川文庫

「
九
州
大
学
図
書
館
蔵
細
川
文
庫
目
録
」

『語
文
研
究
』
八
、
一
九
五
九

雅
俗
の
会
編
『西
国
大
名
の
文
事
』
、
葦
書
房
、
一
九
九
五

『
在
九
州
国
文
資
料
影
印
叢
書
』
、
【
第
一
期
】
一
九
七
九
、
【
第
二
期
】
一
九

八一



支

子

文

庫

－
概
要
受
入
日
一
【
和
装
本
】
昭
和
五
四
年
九
月
二

O
日

【
洋
装
本
】
同
二
月
二
九
日

数
量
一
九
二
四
六
冊
（
図
書
原
簿
に
よ
る
）

所
蔵
場
所
一
中
央
図
書
館
貴
重
書
庫
、
保
存
書
庫

旧
蔵
者

一
田
村
専
一
郎
（
九
州
大
学
名
誉
教
授
）

－
受
入
経
緯

九
州
大
学
教
養
部
の
教
授
で
あ
っ
た
田
村
専
一
郎
氏

の
旧
蔵
書
。
「
く
ち
な
し
」
文
庫
と
訓
む
。
昭
和
五
O
年

八
月
一
一
一
一
日
の
「
朝
日
新
聞
」
朝
刊
に
載
っ
た
卦
報
に

は
、
「
好
き
な
花
は
「
く
ち
な
し
」
だ
っ
た
と
い
う
。
「
こ
と

ば
少
な
く
し
て
高
潔
で
あ
る

こ
と
」
を
理
想
に
し
て
い
た
」

と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
岡
山
の

素
封
家
出
身
で
、
大
正
二
一
年

に
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
を

卒
業
後
、
同
年
一
二
月
、
旧
制

自筆の蔵書目録

れ
た
後
、
昭
和
五
三
年
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
た
。
下
巻
の
み
の
零
本
。
正
治
二
（
一
二

O
O）
年
八
月

レ
ょ
う
品
平
う

一
九
日
の
奥
書
に
、
光
阿
弥
陀
仏
が
勝
命
（
藤
原
親
重
）

進
上
本
を
写
し
た
と
あ
る
が
、
本
書
は
さ
ら
に
そ
の
転

写
本
と
考
え
ら
れ
る
。
昭
和
六
年
用
の
日
記
帳
を
用
い

た
自
筆
の
蔵
書
目
録
に
も
「
鎌
倉
の
比
、
六
条
家
本
か
、

流
布
本
と
異
同
多
し
」
と
記
さ
れ
る
通
り
、
流
布
本
の

二
条
家
本
系
統
と
は
異
な
る
六
条
家
本
系
統
の
本
文

を
持
つ
。
そ
の
ほ
か
、
『
源
氏
物
語
歌
絵
』
（
巻
子
一
軸
、
近
世
中

期
写
）
は
『
源
氏
物
語
』
か
ら
春
・
夏
・
秋
・
冬
・
賀
・
祝
の

同
附
聞
出

『大和物語』

下巻冒頭の134段。「支子文庫Jと「遜青秘笈」の蔵書印が

見える。章段の番号が記された付筆は田村専一郎氏の筆跡。
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田村専一郎
(1897～1975) 

写真は穴山孝遣、春日

和男、重松泰雄、中村

幸彦、福岡良輔、森山

隆の各氏と共に写った

一枚。昭和43年の撮影

かとされる。

福
岡
高
等
学
校
に
教
授
と
し
て
着
任
し
た
。
昭
和
二
四

年
か
ら
三
六
年
ま
で
、
新
制
大
学
の
教
養
部
教
授
。

氏
の
没
後
、
昭
和
五
一
年
三
月
か
ら
、
当
時
の
文
学
部

国
語
学
園
文
学
第
二
講
座
の
今
井
源
衛
教
授
と
中
野
三

敏
助
教
授
が
中
心
と
な
っ
て
蔵
書
整
理
が
行
わ
れ
た
。
そ

の
経
緯
は
中
野
三
敏
「
本
道
楽
』
（
講
談
社
、
平
成
一
五
年
）

に
詳
し
い
。
尚
、
支
子
文
庫
の
う
ち
浮
世
絵
を
中
心
と
す

る
美
術
関
係
の
資
料
は
、
昭
和
四
九
年
開
館
の
北
九
州
市

立
美
術
館
（
北
九
州
市
戸
畑
区
）
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
。

－
蔵
書
の
特
色

特
筆
す
べ
き
は
鎌
倉
時
代
末
期
の
書
写
と
見
ら
れ
る

「
大
和
物
語
』
で
、
本
書
は
氏
の
生
前
に
本
学
に
寄
贈
さ

六
つ
の
場
面
を
選
ん
で
描
い
た
奈
良
絵
に
、
梗
概
と
物
語

中
の
和
歌
を
添
え
た
も
の
。
梗
概
の
内
容
は
南
北
朝
期
に

成
立
し
た
『
源
氏
物
語
』
の
梗
概
書
『
源
氏
小
鏡
』
に
近

く
、
お
そ
ら
く
は
『
小
鏡
』
の
板
本
を
参
照
し
な
が
ら
製

作
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

氏
の
蔵
書
に
は
、
「
支
子
」
・
「
支
子
文
庫
」
・
「
支
子
舎
」
・

「
遥
山
房
」
・
「
遥
山
麓
舎
」
・
「
遁
青
秘
笈
」
な
ど
の
蔵
書
印

が
掠
さ
れ
て
い
る
。

－
公
開
・
発
信

『
大
和
物
語
」
、

『源
氏
物
語
歌
絵
』
、
お
よ
び
奈
良
絵
本

や
古
活
字
版
等
に
つ
い
て
は
、
附
属
図
書
館

研
究
開
発
室
作
成
の
「
日
本
古
典
籍
画
像

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
お
い
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。

（
田
村
隆
）

『源氏物語歌絵』

若菜下巻の一場面（『賀」）。六条院の女楽と呼ばれる。

女肴は右奥から女三宮・紫上・明石女御、手前は明石君。

参
考
文
献

九
州
大
学
園
諸
国
文
学
会
有
志
「
故
田
村
専
一
郎
先
生

旧
蔵
「
支
子
文
庫
」
報
告
」
『語
文
研
究
』
四
＝
一
、
一
九

七
七

今
井
源
衛
「
支
子
文
庫
本
『
大
和
物
語
』
に
つ
い
て
（
土
）

（
下
）
」
『
文
学
研
究
』
七
四
・
七
五
、
一
九
七
七
・
一
九
七

八
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近
世
後
期
戯
作
類
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

い
わ
ゆ
る
グ
江
戸
文
芸
d

の
中
で
、
特
に
グ
江
戸
戯
作
d

と
称
す
る
ジ
ャ
ン
ル
の
位
置
付
け
は
、
特
に
戦
後
の
近

世
文
学
史
に
お
い
て
は
、
庶
民
文
芸
、
或
い
は
市
民
の
文

学
な
ど
の
言
表
の
許
に
極
め
て
高
く
評
価
さ
れ
、
前
期

き
ょ
う
で
ん

上
方
の
西
鶴
・
近
松
な
ど
に
続
い
て
、
京
伝
・
馬
琴
・
三

馬
・
一
九
な
ど
、
一
時
は
江
戸
時
代
を
代
表
す
る
文
芸
と

し
て
一
般
に
認
知
さ
れ
て
き
た
所
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
中
村
幸
彦
氏
な
ど
に
よ
る
精
搬
な
研
究
が

進
み
、
江
戸
後
期
戯
作
の
中
で
も
、
更
に
寛
政
期
を
境

と
し
て
前
期
・
後
期
の
二
段
階
に
分
け
る
こ
と
が
提
唱

さ
れ
、
各
に
そ
の
作
者
や
読
者
層
、
更
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の

性
格
な
ど
を
規
定
し
て
、
前
期
の
知
識
性
・
高
踏
性
、
後

期
の
庶
民
性
・
通
俗
性
と
い
っ
た
属
性
ま
で
が
正
確
に

把
握
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
般
的
に
は
後
期
の
そ
れ

を
以
て
中
心
と
す
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
が
常
で

あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

そ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
で
、
約
二

O
O
部
、
三

0
0

冊
に
及
ぶ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
明
ら
か
に
、
余
り
研
究
の

る
あ
た
り
が
有
難
い
。

咽
本
の
二

O
部
は
そ
の
内
の
六
部
ま
で
が
極
初
期
の

稀
本
で
あ
る
と
共
に
、
残
り
全
部
が
凡
て
漢
文
笑
話
で

あ
る
辺
り
も
、
狂
詩
の
五

O
部
と
合
わ
せ
て
、
こ
の
ジ
ャ

ン
ル
に
お
け
る
知
識
層
の
作
者
の
存
在
の
大
き
さ
を
示

i 話建J

~ e秦

’j子会徐

『建嚢余話』延享元年刊

白話風漢文戯作の稀本。

進
展
し
て
い
な
い
前
期
戯
作
に
焦
点
を
あ
て
た
集
書
が

な
さ
れ
て
お
り
、
極
め
て
特
徴
的
で
あ
る
。
そ
の
範
囲
は

し

ゃ

れ

ぽ

ん

は

な

し

ぼ

ん

酒
落
本
（
約
七

O
部
）
・
滑
稽
本
（
約
五

O
部
）
・
咽
本
（
約

よ
み
ほ
ん

二
O
部
）
・
讃
本
（
約
一

O
部
）
・
狂
詩
（
約
五

O
部
）
の
五

類
に
及
ん
で
、
従
来
の
九
州
地
区
に
お
け
る
こ
の
類
の
集

書
の
決
定
的
な
貧
弱
さ
を
辛
う
じ
て
補
い
得
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
辺
り
に
第
一
の
意
義
を
見
出
し
得
る
も
の
で

あ
る
。但
し
、
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
書
籍
数
は
、
恐
ら
く
十
万
部

を
楽
に
超
す
ほ
ど
に
膨
大
で
あ
り
、
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

如
き
は
猶
九
牛
の
一
毛
と
も
言
え
よ
う
が
、
従
来
の
集
書

に
加
え
る
に
、
今
後
の
拡
大
を
図
る
核
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
も
の
と
言
え
よ
う
。
中
で
二
、
三
の
稀
本
を
紹
介
す
る
。

げ

ん

こ

う

よ

わ

さ

か

い

や

り

へ

い

一
に
酒
落
本
中
の
『
建
嚢
余
話
』
は
従
来
堺
屋
利
平
板

の
一
本
の
み
が
判
明
し
て
い
た
が
、
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一あ
き

本
を
得
て
現
存
二
本
と
な
り
、
し
か
も
今
回
の
一
本
は
浅

の

や

へ

い

野
弥
兵
衛
の
求
板
本
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
、
こ
の
よ

う
な
伝
存
希
少
本
に
も
な
お
求
板
本
の
あ
る
こ
と
が
判

し
て
い
る
。

滑
稽
本
は
中
本
・
小
本
を
中
心
に
後
期
の
そ
れ
に
集

中
す
る
が
、
中
で
身
振
り
芸
の
種
本
で
あ
る
、
京
伝
・
京

は
ら
す
じ
お
う
む
せ
き

山
兄
弟
の
『
腹
筋
逢
夢
石
』
が
四
篇
ま
で
揃
っ
て
い
る
の

は
珍
し
い
。

何
れ
に
せ
よ
戯
作
モ
ノ
は
板
種
・
板
式
の
違
い
が
極
め

て
複
雑
な
も
の
故
、
そ
の
究
明
に
は
現
物
に
よ
る
比
較
検

討
が
絶
対
必
要
な
領
域
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
こ
う
し

た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
意
図
的
な
拡
大
を
図
る
以
外
に
手

段
は
な
い
。

讃
本
類
の
数
の
少
な
き
は
、
次
項
の
「
讃
本
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
」
に
よ
っ
て
そ
の
若
干
を
補
い
得
る
も
の
と
な
っ
て

、．
i

、，
n》

B
l
u
－－
d
，島、

（
中
野
三
敏
）
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『腹筋違夢石』2編京伝作

身振り芸の種本として作られる。

作
か
淳
ふ

ろ
畿
圏
師
、

凶

振

抗

州
語
極

初
潮
制

M
J

位

巧

、、暗盟国’
D

ゆ

七

輪

帥
姫
味

的
嚢
恥

込
L
W

レ
U

よ
且
い

4Jη

ち
千
踊



讃i
本f
コ
レ
ク
シ

先
掲
の
「
近
世
後
期
戯
作
類
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
補
う
も

の
と
し
て
、本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
意
義
は
極
め
て
大
き
い
。

江
戸
期
の
散
文
文
芸
の
主
流
は
、
前
期
（
元
禄
前
後
）
の

は
ち

も

じ

ゃ

ぽ

ん

西
鶴
や
八
文
字
屋
本
を
中
心
と
す
る
浮
世
草
子
と
、
後

きょ
う
で
ん

期
（
寛
政
以
降
）
の
京
伝
・
馬
琴
に
代
表
さ
れ
る
讃
本
と
で

あ
る
こ
と
は
言
を
侠
た
ぬ
が
、
そ
の
讃
本
類
に
当
た
る
も

の
の
極
め
て
特
徴
的
な
集
書
が
こ
こ
に
あ
る
。
全
二

O
九

部
・
七
四
四
冊
に
及
ぶ
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
特
徴
と
す
る

ま
す
ほ
ぎ
ん
こ
う

い
っ

所
は
、
享
保
期
に
始
ま
る
京
都
の
増
穂
残
口
と
江
戸
の
侠

き
い
ち
ょ
ぎ
ん

斎
樗
山
と
い
う
こ
大
作
者
の
著
作
を
網
羅
す
る
所
か
ら

だ
ん
ぎ

始
め
て
、
寛
政
期
ま
で
の
前
期
戯
作
界
に
広
が
る
グ
談
義

ぽ
ん本
4

や
、
グ
奇
談
4

と
称
す
る
初
期
讃
本
の
諸
作
を
、
か
な
り

意
図
的
に
丹
念
に
集
め
て
あ
る
所
に
あ
る
。

一
方
で
寛
政
以
降
の
完
成
期
に
当
た
る
詩
作
も
、
京
伝
・

し
ん
ろ
て
い

馬
琴
・
振
鷺
亭
と
い
っ
た
代
表
作
者
に
も
十
分
配
慮
さ
れ

た
も
の
と
な
っ
て
は
い
る
が
、
こ
の
類
は
従
来
か
ら
よ
く

調
査
研
究
の
進
ん
で
い
る
分
野
で
あ
り
、
そ
れ
に
比
べ
て

談
義
本
や
奇
談
モ
ノ
に
関
し
て
は
、
極
く
近
年
に
至
っ
て『従好談』

これ迄の著作年表類に全く見られない新出本t樗山との関わりなどが予測される。

・－、

災
骨
抜
悉

一

’

誌
が
布
治
之

凡
4

じめ山の
7
a
J
み
門
的
人
d
1小
人

νヅ
い
合
、
・

！

と

芯

3
げ
T
tふ
れ
、
ベ
ハ
・

7
ゆ
え

T
・
9
ム
ゅ
？
ム
ソ
ひ
ト
白
い
込
え

MYK投
令

7
之
t
Kて
ぷ
向
l
t
v、も
ほ
f

T
Aワ
の
責
主
玄
l

－
A
f
f
F？よ，
ωιr
T

争
ん
ぞ
み
と
》

L
A
T
i－
－
’
か
〈
人

之
同
M

W
隆
司
h
M
M／
M
同
｜

ヨ
ン
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漸
く
研
究
の
姐
上
に
乗
り
つ
つ
あ
る
分
野
で
あ
り
、
そ
の

意
味
で
も
貴
重
で
あ
る
。

中
で
も
岩
田
翁
の
「
従
好
談
』
（
享
保
一
四
年
刊
）
や
井

ぎ
わ
ば
ん
り
aう
し

て

る

を

て

い
ね
い
し

沢
崎
龍
子
の
『
雑
々
拾
遺
」
（
事
保
頃
）
、
輝
雄
の
『前
腎
私

き

か

ん
え
ん
さ
い

営
つ
で
っ
ぽ
う

記
』
（
明
和
八
年
刊
）
、
甘
誕
斎
の
『
本
心
開
悟
一
鉄
焔
』
（
天

明
四
年
刊
）
な
ど
は
、
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
以
て
初
め
て
知

ひ
と
く
ら
も
の
がた
り

り
得
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
残
口
批
判
の
『
一
座
物
語
』
や

樗
山
の
『
遊
会
録
』
（
写
本
）
な
ど
も
、
従
来
全
く
触
れ
ら
れ

る
こ
と
の
な
か
っ
た
資
料
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。

何
れ
に
せ
よ
、
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
精
査
に
よ
っ
て
、
従

来
の
讃
本
研
究
は
、
そ
の
初
期
の
姿
の
解
明
を
大
き
く
進

展
さ
せ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

j
I
Z－
－

u
β
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t
l
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凶
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中
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三
敏
）

『遊会録』

熊沢蕃山の名を借りているカえ明らかに佼斎樗山の作品であり、樗山と蕃山の思想

的近縁性が読みとれる。
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近
世
木
活
字
本

江
戸
の
出
版
事
業
は
室
町
末
か
ら
寛
永
期
ま
で
、
キ
リ

シ
タ
ン
版
（
グ

l
テ
ン
ベ
ル
ク
方
式
）
と
朝
鮮
版
に
基
づ
く

活
字
印
刷
の
書
物
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
。
そ
れ
等
を
今
、
古

活
字
版
と
称
し
て
、
そ
の
文
化
史
的
意
義
は
特
筆
さ
れ
る

べ
き
も
の
が
あ
る
。
そ
の
後
寛
永
頃
か
ら
、
営
業
と
し
て
の

出
版
業
が
定
着
す
る
と
、
経
済
原
則
に
則
っ
て
、
再
印
・
重

印
の
自
由
な
整
版
様
式
（
い
わ
ゆ
る
木
版
本
）
に
そ
の
座

を
譲
り
、
以
後
幕
末
・
明
治
ま
で
、
整
版
が
中
心
と
な
る

が
、
寛
政
を
過
ぎ
る
頃
か
ら
再
度
、
私
家
版
と
し
て
木
活

字
に
よ
る
出
版
が
復
活
し
始
め
、
か
な
り
な
流
行
を
見

る
。
そ
れ
を
古
活
字
と
区
別
し
て
グ
近
世
木
活
d

と
称
す

る
近
世
木
活
の
特
徴
は
、
活
字
さ
え
作
れ
ば
誰
に
で
も
で

き
る
手
軽
な
出
版
で
あ
る
こ
と
、
大
方
少
部
数
（
中
に
は

限
定
十
部
と
記
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
）
で
あ
る
こ
と
、
異

植
字
版
に
よ
る
異
版
が
多
い
こ
と
、
営
業
品
で
は
な
い
た

め
に
所
謂
出
版
条
例
（
享
保
七
年
施
行
）
の
適
用
を
受
け

る
必
要
が
な
い
の
を
理
由
に
、
内
容
的
に
も
か
な
り
自
由

は
通
俗
的
な
も
の
だ
が
、
板
式
や
活
字
は
明
ら
か
に
キ
リ

シ
タ
ン
版
の
そ
れ
を
模
し
た
平
仮
名
活
字
を
用
い
て
い
る

の
は
、
豊
太
閣
の
時
代
に
合
わ
せ
た
趣
向
の
一
っ
か
と
思

わ
れ
て
面
白
い
。
森
鴎
外
の
「
渋
江
抽
斎
」
の
中
で
、
そ
の
奇

も

り

り

っ

し

ゃ

く

し

行
を
記
さ
れ
た
儒
医
森
立
之
と
約
之
親
子
の
『
遊
相
医

人入
州’I-1 吋テ 侍
【t似司0F 松崎
，、， ・J ..心
H ’A 'it. ~ 
" ' ）《，，
~； ! ~ ~ ~盈F
・-A同， h
＇.、処聖＆〆
•U J" II'.・』 安1
'"" ，見本”・リ－ <' ，，’ ＂一 λb，ト
唱x- I 幽・
h・刷 Jd主拘併号，」 ！,, ，鎗
二4瓜 i：，制比.もい，， v 粛
t，健所 -

之入位向

圃靴修胡

すHii
H 

『海国兵談』2種

それぞれ異植字版として刊行されている。

コ
レ
ク
シ
ヨ
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ン

な
表
現
が
で
き
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
前
三
条
は

近
世
木
活
の
伝
本
そ
の
も
の
が
、
い
ず
れ
も
稀
少
価
値
を

持
つ
甲
」
と
の
理
由
で
あ
り
、
後
一
条
は
自
己
規
制
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
た
出
版
物
の
中
で
、
幕
政
に
関
わ
る
内
容

な
ど
も
比
較
的
自
由
に
表
現
で
き
た
理
由
で
も
あ
る
。
例

は
宇
し
し
へ

え
ば
林
子
平
の
『
海
国
兵
談
』
な
ど
、
そ
の
初
版
は
整
版
の

私
家
版
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
絶
版
処
分
を
受
け
、
子
平
自

身
も
禁
固
さ
れ
て
没
す
る
に
至
る
が
、
そ
の
後
、
全
く
同

内
容
の
書
物
が
、
木
活
字
で
四
度
に
渡
っ
て
刊
行
流
布
さ

れ
（
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
も
そ
の
内
の
二
部
が
あ
る
）
、
全
く

筈
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
よ

、フ。
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
二
七
一
部
、
一

O
O
O
冊
に
及
ぶ

が
、
恐
ら
く
現
存
近
世
木
活
字
本
の
総
数
は
一
二

O
O部

ほ
ど
と
思
わ
れ
る
中
で
、
そ
の
四
分
の
一
に
当
た
る
数
と

な
っ
て
い
る
。
中
に
は
前
述
し
た
『
海
閏
兵
談
』
二
種
や
、

と
う
ぽ
き
く

『
東
城
策
』
・
『
日
本
政
記
』
な
ど
は
い
ず
れ
も
六
種
に
及
ぶ

異
植
字
版
が
揃
い
、
又
、
『
太
閤
員
顕
記
』
一

O
冊
は
、
内
容

れ
ん
え
き

話
』
と
『周
尺
説
』
の
二
書
は
、
い
ず
れ
も
聯
服
書
院
版
と

称
さ
れ
た
精
美
な
活
字
に
よ
っ
て
印
刷
さ
れ
た
好
ま
し
い

小
冊
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
凡
て
伝
存
の
少
な
い
稀
本

が
多
い
。
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（
中
野
三
敏
）

『遊相医話』

木活字の作製が極めて精巧な好ましし、ものとなる。

『太闘員顕記』

キリシタン版の字体を模した活字。
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雅
俗
文
庫

－
受
入
経
緯

本
文
庫
は
、
江
戸
文
学
・
書
誌
学
研
究
の
第
一
人
者
と

み
っ
と
し

し
て
今
も
第
一
線
で
活
躍
す
る
、
中
野
三
敏
九
州
大
学
名

誉
教
授
（
一
九
三
五

i
）
が
蒐
集
し
た
江
戸
期
和
装
本
を

中
心
と
す
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。
平
成
二
一
年
度
、
漢
詩
文
や

絵
本
を
中
心
と
す
る
約
六

O
O
点
（
約
一

O
O
O
冊
）
が

購
入
さ
れ
た
。
今
後
も
随
筆
・
国
字
解
物
・
通
俗
物
・
邦
人

経
書
・
幸
田
露
伴
物
・
法
帖
類
な
ど
、
膨
大
な
分
量
が
寄

贈
さ
れ
る
予
定
と
い
う
。

－
蔵
書
の
特
色

本
文
庫
名
は
、
中
野
氏
が
多
年
主
張
し
、
氏
の
江
戸
文

化
観
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
も
な
っ
て
い
る
「
雅
俗
」
と
い
う
名

称
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
簡
単
に
言
え
ば
、
雅
と
は
伝
統

文
化
で
、
和
歌
・
漢
詩
・
擬
古
文
の
類
、
俗
と
は
新
興
文
化

で
、
俳
譜
・
川
柳
・
小
説
の
類
。
こ
れ
ま
で
往
々
に
し
て
、
江

戸
文
学
と
言
え
ば
後
者
の
方
ば
か
り
が
注
目
さ
れ
て
き

た
が
、
氏
は
、
雅
俗
両
文
化
は
そ
れ
ぞ
れ
の
重
み
を
持
っ
て

タわ
if、
，
語
れ
骨
リ
h
h
m
E
V
t
k
t
輔

正

－

J

：1
3

0

句
史
指
対
－

2
1
v〈
1

時
M
W
I

一

袖

ww
鎗マ
e

l

E

許可
4
2
f
F
T
2
J
借
り
れ
を
持
品
一

命凶
11
代
巧
危
守
μ均
告
柏
村

一

は
山
内
ム

γ
b
a
h
の
骨
干
、
ほ
・
品
主

一

ノヘ

T
a肉
f
勾
』
柏
、
台
内
経
世
科

話
内
紙
1

・？？
J
T城
間
色
本
タ
町

ー
中
よ
e
a
fみ
ん
t
b川
小

守

鳥

i
l

’’11
11
Jt

，4’＆’較
l
i
T
i
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－『
va
t
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時~~ ~~ 空ろ？）丸
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川
四
五
主

毛
布
手
鵠
呆
品
華

主

お

安

守

秋

月

来

却

品
札

E
4
h問
自
白
乏
主
J
品
工
山
円

E4L川町
、瓜
仇
札
崎
県
抗
専

弘
、
金
札
瓜
骨
格
惇
安
全
乙
市
例
制
帽
来
守
主
主
孔
鋼
材
時

計
町
宏
司
チ
申
込
手
段
企
忠
、伊
p
b
H
W
4
H
H
A

－
A
可

’H
s
f
k
却

二

北

月

点
恥
4
K
H
t都
止
丸
、令，
M

仙
件
特
比
刷
、高
タ

4
4花
7

．
弘

司
大
是
唯
ム
叶
時
官
会
坪
岨
扶
町
坪
均
帥

Z
－
A
T
針

秀国編、勝間龍水画『山の幸』（1765年刊）

大本1冊。同じ編者・画者になる『海の幸』（1762年刊）

の続編。稲とイナゴL蘭とカマキリなど、植物と昆虫・小動
物を対置し、それにちなむ発句を並べた多色刷絵俳

書。特に稀本として有高~，＇~莞真は「けいとう（鶏頭）J「ど
くだみJと「はたはた（精蚕飛握）」。

とうこう 廿いがいしゅう

沢田束江自筆『傾蓋集』(1764年写）

大本1冊。筆者ははじめ儒者を志し、後に「東江流」の書

風で世に鳴った書家。宝暦14(1764）年の朝鮮通信使

の来日に際し、一行の宿所であった品川東海寺を訪

れ、朝鮮文官たちと交わした漢詩や筆談の内容が書き

留められている。筆談ではやはり書家らしく、書や家刻に

ついて質問することが多い。
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共
存
し
て
い
た
と
し
、
そ
れ
ら
が
融
和
し
た
状
態
こ
そ
が

江
戸
文
化
の
神
髄
と
考
え
る
。
本
文
庫
の
内
容
も
、
当
然

な
が
ら
そ
の
よ
う
な
氏
の
江
戸
文
化
観
が
反
映
さ
れ
た

も
の
と
な
っ
て
お
り
、
雅
俗
双
方
に
わ
た
る
広
範
な
ジ
ャ

ン
ル
の
文
献
が
蒐
集
さ
れ
て
い
る
。

特
に
江
戸
文
学
の
屋
台
骨
と
い
っ
て
も
よ
い
漢
詩
文

集
、
雅
俗
融
和
の
さ
ま
が
視
覚
的
に
感
得
さ
れ
る
画
譜

類
、
江
戸
文
化
の
隈
々
が
知
ら
れ
る
雑
書
類
｜
「
雑
」
で
あ

る
が
ゆ
え
に
、
こ
れ
ま
で
文
学
の
側
か
ら
も
歴
史
の
側
か

ら
も
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
な
ど
は
、
他
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
も
の
で
、
稀
本
・
珍
本
が

多
い
。
ま
た
書
誌
学
者
で
も
あ
る
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ら
し

く
、
書
誌
的
に
面
白
い
本
が
多
い
の
も
本
文
庫
の
特
色
で

あ
ろ
う
。

－
公
開
・
発
信

現
在
、
目
録
作
成
の
た
め
調
査
・
整
理
中
。
順
次
公
開
し

て

い

く

予

定

で

あ

る

。

（

川

平

敏

文

）

参
考
文
献

※
現
在
本
文
庫
の
目
録
は
な
い
が
、
中
野
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
考
え
る

上
で
は
、
次
の
文
献
・
著
作
が
参
考
に
な
る
。

中
野
三
敏
「
蔵
書
目
そ
の
二
5
そ
の
十
三
）
」

『文
献
探
究
」
一

i
一一二、一

九
七
七
i
一
九
八
八

同
『書
誌
学
談
義
江
戸
の
板
本
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
五

同
『和
本
の
海
へ
｜
豊
儀
の
江
戸
文
化
｜
』、
角
川
選
書
、
二

O
O九

※
氏
の
蒐
集
さ
れ
た
漢
詩
文
集
の
大
半
（
一
五
三
七
点
）
は
、
先
に
福
岡
大

学
に
ま
と
ま
っ
て
入
っ
て
お
り
、
ウ
エ
プ
サ
イ
ト
か
ら
そ
の
目
録
お
よ
び
各

資
料
の
画
像
が
閲
覧
で
き
る
。

福
岡
大
学
「
江
戸
・
明
治
漢
詩
文
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

Z
6・＼＼号

5
・P
E
o
E
E
C・
R
－写＼

E
S
F
E
C
D＼宮門
H
Z
Z
B－
参
照
。

ぽ
1
的
叩
内

抜
粋
ム
ヤ

μ
t

、lu
t
f什
l
／
＼
帆
J

パ
も

E
瓜
f
w
ld
閣
の
玲

1
6

什
訪

大本l冊。津軽藩第5代藩主・信寿（号竹翁）が、自ら
の退隠音型し、自作および嫡子・家臣ら作の詩歌・発

句に、「破笠細工」で有名な小川破笠、英一蜂・宗理・

栄羽などの絵を配して刊行した私家版。本文庫本は

改装表紙、「享保詩歌発句絵」と墨書される。チェン

パレン旧蔵。

のぷひき

津軽信寿編『独楽徒然集』 (1731年頃刊）
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τ~ 
口

村

家
文
庫
｜
幕
末
陽
明
学
者
の
貴
重
な
原
資
料
｜

「
吉
村
家
文
庫
」
は
、
幕
末
の
陽
明
学
者
で
あ
る
吉
村
秋

ょ

う

ひ

ざ

ん

陽
（
名
は
晋
、
一
七
九
七

i
一
八
六
六
）
か
ら
斐
山
（
名
は

は
く
さ
い

駿
、
一
八
二
二
j
一
八
八
二
）
、
白
斎
（
名
は
彰
、
一
八
五
三

i
一九
O
八
）
と
続
く
一
一
一
代
の
人
々
の
草
稿
・
書
簡
・
日
記
や

写
本
類
、
約
三
五
O
点
に
よ
っ
て
成
っ
て
い
る
。

吉
村
秋
陽
は
安
芸
三
原
藩
士
の
家
に
生
ま
れ
、
始
め
古

義
学
を
学
び
、
京
都
の
伊
藤
東
里
の
門
に
入
る
。
郷
里
に

か
ん
ち
ゃ
ぎ
ん

帰
っ
た
後
、
菅
茶
山
ら
と
交
流
し
、
や
が
て
程
朱
学
を
信

奉
す
る
に
至
る
。
そ
の
後
、
江
戸
に
出
て
佐
藤
一
斎
に
従
学

す
る
に
及
ん
で
、
陽
明
学
に
開
眼
し
、
篤
く
こ
れ
を
信
奉

す
る
。
帰
国
し
て
家
塾
を
聞
き
、
多
く
の
子
弟
を
教
え
る
。

藩
の
教
授
と
な
り
藩
政
機
務
に
も
参
画
す
る
。

時
代
は
撰
夷
か
開
国
か
、
勤
王
か
佐
幕
か
と
揺
れ
動
く

か
ん
よ
う

社
会
で
あ
っ
た
が
、
秋
陽
は
着
実
な
酒
養
と
実
践
を
重
ん

じ
た
。
陽
明
学
を
奉
じ
た
が
、
過
激
な
方
向
に
は
傾
か
ず
、

せ
っ
ち
ゅ
う

朱
王
折
衷
的
傾
向
に
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
林
良
斎
、
春
日
潜

と
つ
あ
ん

庵
、
池
田
草
庵
ら
の
陽
明
学
者
に
限
ら
ず
、
大
橋
前
庵
、
楠

本
端
山
、
楠
本
碩
水
と
い
っ
た
朱
子
学
者
と
も
深
い
交
流

の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
吉
村
家
所
蔵
の
掛
軸
類
（
書
画
、
拓

本
）
な
ど
も
寄
贈
さ
れ
、
現
在
整
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。

荒
木
氏
に
よ
る
『九
州
大
学
文
学
部
所
蔵
吉
村
家
文

庫
目
録
』
が
あ
る
。

由

mμ
恥
可
「
点
数
使
岬
川
之
品
説
品
肌
比
向
私
品
川
虫
丸
投
山
町
珂

之
御
前
区
却
不
A
J
a
F弘

1
列
有
旬
、
羽
沈
痛
M

品
輸
が
柑

心
必
殺
品
政

Z
A？
士
九
月
止
で
も
剛
都
電

性
敗
向
伊
山
V

付
生
町
～
之
本
世
主
主
官
炉
止
H
J
A
重
点

軒
町
共
土
辛
点
制
凡
ほ
吋
よ
叶い銑川
県
？
、
動
車
此
ほ
符
え
性

殺
叫
叫
之
生
白
井
一
不
伊
肯
材
一
J

礼

A
Z炉
敬
A

L
V山
是
主
岬

賓
従

t
ゐ
山
伸
被
企
陥
尤
品
川
門
且
同怯
J1γ
星
川
山
ゑ
叫
帽
帥
ト

川
相
え
地
ゐ
由
時
自
重
人
目

τ不
能
島
最

H
均
件
柑

H
致

d
p
h
」声

止
よ
叶
六
世
主
乙
吋
ネ
L
P
品
川
五
九
時
制
主
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松
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卓
宗
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fA
哨
吠
え
T
則
夫
マ
之
嘩
聖
人
古

判
官
場

凶
散
斯
人
入
世
帯
駄
え
札
晶
柚
白
川
毛
喧
ぺ

之
華

幸
之
社
晶
4
H蛇
W
A
日
世

一
時
件
荊
A
1
u附

M
E咽
晶

ヰ

怪
於
来
語
祥
吠
A

別
品
宮
通
ι
トパ
4
2向
危
品
同
一
目
見
市

卒
点
杭
杭
大
F
之
壮
竜
之
大
聖
人
と
は
以
大
児
島
吻

ゐ
一
恒
其
え
久
す
之
人
ゑ
外
手
令
一
丘
凡
有
血
畠
官
且
パ

え’
T
赤
寸
之
統
其
不
恥
ゐ
寸
令
市
払
込
恨
み
～
日
直
戸
川
島
町

一
躍
之
さ
え
す
之
人
4
其
崎
忠
正
有
反
ヘ

tr人
4
J拘

（
柴
田
篤
）

『王学提綱』2巻2冊自筆草稿

玉陽明の文集や『伝習録』から定論を収録し、適宜注釈を加えたものな秋陽晩年の代表作。

本冊は最初の自筆草稿であり、多くの加筆修訂が見られる。修訂後の「初稿」、「浄写」本も含

め、本書の成立過程と彼の思想を考察する上で極めて重要な資料と言える。
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吉村秋陽肖像画

吉村家旧蔵の「定惰先生肖

像J（部分）な明治16年の東
正純の画賛が付されている。

東正純（1832～1891）は号

を沢潟といい、周防出身の陽

明学者な吉村秋陽の門人で

あった。

や
論
争
を
行
っ
た
。

か
く
ち
と
う

「
吉
村
家
文
庫
」
に
は
、
彼
の
代
表
作
で
あ
る
『
格
致
膿

ぎ議』、

『王
学
提
綱
』
、
『
読
我
書
楼
文
草
』
な
ど
の
草
稿
類

や
、
『
読
我
書
楼
長
暦
』
な
ど
の
日
記
類
が
収
め
ら
れ
て
お

り
、
幕
末
陽
明
学
者
の
学
問
世
界
と
交
遊
関
係
の
み
な
ら

ず
、
激
動
の
時
代
を
生
き
た
知
識
人
の
証
言
を
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
原
資
料
群
と
言
え
る
。

本
文
庫
は
、
九
州
大
学
文
学
部
出
身
の
荒
木
龍
太
郎

氏
が
吉
村
秋
陽
関
係
資
料
の
調
査
を
行
う
中
で
、
当
主
吉

村
寛
氏
か
ら
九
州
大
学
文
学
部
へ
の
資
料
寄
贈
の
申
し

出
が
な
さ
れ
、
昭
和
六
O
（
一
九
八
五
）
年
に
実
現
し
た
も

参
考
文
献

荒
木
龍
太
郎
・
荒
木
見
悟
『吉
村
秋
陽
・
東
沢
潟
』、
「
叢
書
・
日
本
の
思
想

家
」
四
六
、
明
徳
出
版
社
、
一
九
八
二

『読我書楼長暦』32冊自筆

吉村秋陽の日記。文政12年（1829年、33歳）から慶応2年（1866年、70歳）に至るまでのものでL

部分的に欠けるところもあるが、激動の時代の貴重な記録と言える。
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『書物の敵は人聞であるj

書
物
を
作
っ
た
の
が
人
間
な
ら
ば
、
書
物
を
滅
ぼ

す
の
も
人
間
で
あ
る
。
隔
の
牛
弘
は
、
図
書
の
五
厄

と
し
て
始
皇
帝
の
焚
書
と
漢
貌
六
朝
の
四
大
政
乱

こ
お
う
り
ん

を
挙
げ
る
。
こ
れ
は
後
に
、
明
・
胡
応
麟
の
続
五
厄
、

民
国
・
祝
文
白
の
続
続
五
厄
と
な
っ
て
続
々
追
加
さ

れ
る
。
中
に
は
唐
の
安
史
の
乱
、
宋
の
靖
康
の
変
、
明

清
鼎
革
時
の
動
乱
等
が
含
ま
れ
る
。
筆
者
は
更
に
現

代
の
文
化
大
革
命
や
日
本
の
関
東
大
震
災
も
書
厄

に
加
え
た
い
。
い
ず
れ
も
動
乱
や
火
災
（
地
震
に
伴

う
）
に
よ
っ
て
生
じ
た
、
つ
ま
り
は
人
聞
が
主
因
と

な
っ
て
惹
き
起
こ
し
た
書
物
の
大
規
模
な
厄
災
で

あ
る
。ま
た
近
代
の
プ
レ
イ
ズ
は
そ
の
著
『
書
物
の
敵
』
に

お
い
て
、
火
や
水
、
紙
魚
等
と
共
に
、
「
無
知
」
や
製
本

屋
、
蒐
集
家
、
召
使
や
子
供
等
を
書
物
の
敵
に
挙
げ

る
。
い
ず
れ
も
書
物
の
価
値
に
つ
い
て
無
知
か
、
も
し

く
は
偏
見
に
よ
る
図
書
へ
の
冒
涜
で
あ
る
。

「
物
は
稀
な
る
を
以
て
貴
し
と
為
す
」
、
宋
本
や

明
本
は
当
初
は
相
当
数
が
印
刷
さ
れ
た
が
、
今
日

で
は
稀
観
書
で
あ
る
。
グ

1
テ
ン
ベ
ル
ク
の
印
刷
書

や
そ
の
後
の
イ
ン
キ
ュ
ナ
ブ
ラ
本
、
更
に
は
島
原
で

印
刷
さ
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
本
も
ま
た
然
り
で
あ
る
。

図
書
館
は
多
種
多
様
の
図
書
を
多
数
所
蔵
す

る
。
蔵
本
に
は
貴
重
書
も
あ
れ
ば
二
般
書
も
含
ま

れ
る
。
貴
重
書
も
初
出
時
に
は
一
般
書
で
あ
っ
た
。

現
在
の
一
般
書
も
五
百
年
後
に
は
貴
重
書
に
な
る
。

願
わ
く
は
、
図
書
館
に
お
け
る
図
書
管
理
の
「
無
知
」

に
よ
っ
て
、
図
書
館
自
身
が
「
書
物
の
敵
」
と
な
ら
な

い
こ
と
を
。

（
竹
村
則
行
）

ひどい虫食いによって閲覧ができなくなった古書籍。
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